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研究成果の概要（和文）：インターネット技術の社会への普及にともない、利便性に対するデジ

タルデバイドやプライバシーのリスクの問題も指摘されている．このような問題を解決するた

めに、本研究では、共生コンピューティングの概念を提案し、環境に埋め込まれたセンサーか

らの信号により利用者の動作や表情を認識しながら利用者を支援する共生コンピューティング

モデルに基づくエージェントシステムを設計した．この設計に基づいて、利用者とエージェン

トが互いの意図を認識しつつ利用者を支援する共認知機能を試作した． 

 

研究成果の概要（英文）：Problems of the Internet age such as digital divide and insecurity 

of privacy prevent many people from seeing the benefit of the Internet. To solve the 

problems, this study proposes a concept of a symbiotic computing and formalizes it as 

a multi-agent system that interacts with a specific user using perceptual functions to 

recognize the user’s motion and aspects. Second, we prototyped a mutual cognition 

functions based on the model.  
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１．研究開始当初の背景 
共生コンピューティングは、インターネット
やウェブサービスによる利便性が高まる一
方で、ICT スキルの不足などでそれらの利便
性を十分に利用できない利用者に対して、高
度なサポートを提供することが研究の動機
づけになっている．それに加えて、近年のユ

ビキタスインフラの発展に伴い、従来のキー
ボードディスプレーによる利用者インタフ
ェースだけでなく、音声やカメラにくわえ、
センサーネットワークなどの情報を処理す
ることにより、文字以外の情報により利用者
とコンピュータの相互作用も可能になり、新
しい人間とコンピュータのかかわりの形態
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が生まれつつある． 
 
２．研究の目的 
本研究では、(1)人間とコンピュータシステ
ムの新しい関わり合いの形態として共生コ
ンピューティングという概念の提案を行う
こと、(2)共生コンピューティングのエージ
ェント型モデルの定式化を行う、(3)共生コ
ンピューティングのモデルに基づいて、ユビ
キタスインフラストラクチャが整備されて
いることを前提として、日常の生活の中で利
用者とエージェントが互いの存在や意図を
認識するための共認知機能を設計し試作し
実験を行うことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
研究の方法は、エージェントが利用者の意図
や要求を理解するための知覚機能
(Perceptual Function)と、利用者の意図に
基づいて、利用者に情報提供をしたり、利用
者へ社会的なアドバイスを行うための社会
知提供機能(Social Function)の実現を目指
して行った．知覚機能については、エージェ
ントが利用者を知覚するだけではなく、エー
ジェントが自分の存在性や自分の利用者に
対する支援の意図を明確にする機能も重要
であり、この相互作用を共認知と呼び、共認
知機能の設計と実験を行う． 
 
 

 
図１ オフィス作業支援のための実験環境 
 
 共生コンピューティングの実験環境とし
て、図 2に示すような、オフィスにおける利
用者の作業をエージェントが支援する実験
を行う．利用者のオフィスには、カメラ、マ
イクロフォン、温度センサーなどが埋め込ま
れ、椅子には圧力センサーや加速度センサー
が埋め込まれ、利用者の姿勢を認識する．こ
れらのセンサーネットワークからの信号は、
知覚機能に取り込まれ、 
姿勢や作業継続状況として、エージェントに
認識される．エージェントは、キーボードや
マウスからの入力に加えてこれらの知覚機

能から利用者の意図や状況（疲労度）などを
理解し、必要な支援を推定する． 

 
図 2 知覚機能の実験 
 
図 2 は、座面に設置された圧力センサーと、
背面に設置された加速度センサーにより、利
用者の作業姿勢を知覚する機能の実験シス
テムを示している．圧力センサーは主に静的
な姿勢の情報を、加速度センサーは利用者の
動作を知覚する． 
 

 
 
図３ 利用者支援を行うマルチエージェン
トシステム 
 
図 3は、知覚機能を実現するマルチエージェ
ントシステムと、利用者と対話を行うエージ
ェント（ＰＡ）の構成を示している．本シス
テムはエージェントプラットフォームＯＭ
ＡＳを利用して構築されている．ＯＭＡＳエ
ージェントは、インターネット上で動作する
グローバルマルチエージェントシステムを
構成することができ、本研究では、社会知機
能と機械翻訳機能を組み込むことにより、海
外との共同作業支援の実験も行った． 
 
４．研究成果 
共生コンピューティングの概念の提唱は、日
本国内の学会だけではなく、国際会議におい
ても共生コンピューティングの概念の提唱
を 行 っ た ． た と え ば 、 International 
Conference on Cognitive Informatics にお
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いては、2007年から毎年、共生コンピューテ
ィングに関する特別セッションを開催し、活
発に研究成果の発表と議論を行っている．本
年 7月にカナダで開催するこの会議において
は、5回目の特別セッションを予定している． 
 また、共生コンピューティングのモデルの
提 案 と 試 作 シ ス テ ム に つ い て は 、
International Journal of Software Science 
and Computational Intelligence において、
共生コンピューティングの特集号を研究代
表者がゲスト編集者として編集を行った．こ
の特集号では、共生コンピューティングのい
くつかの応用システムが掲載されている． 
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